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                 1 は し が き
 本試験は,メ タセコイアの挿木による水耕培養法を検討 し,併 せてメタセコイアのように,挿
穗(小 穗)が 均一に とられるものの,.ホ ルモン処理が発根及びカルスの形成に及ぼす影響にっい
ても試験 したものである。結果の一部は昭和27年 度メタセコ・fア保存会の総会(大 阪市立大学理
工学部)で 発表したが,ノそ の後追試の分を一括 して取 りまとめ発表す る。
                 p 實験方法及び結果
 材   料
 挿穗は,京 都大学農学部演習林苗畑で養成した挿木苗(挿 付後2年 目樹高1.Om～1.5m)20
本より採取 し,試 験は次の方法に依つた。
 実   験1フk耕 液の濃度がメタセコイアの生育並に根の伸長に及ぼす影響
 挿穂は大…長さ10cm.直 径1.7～1.9 mmと,小 … 長さ7.Ocm.直 径1.3 mm内 外の二種類と
し,挿 床は3mm目 の節に残つた鹿沼土450 grを 盛つた竹籠をガラスポッ ト(11入)の 上に置
き,挿 床には前記大小の挿穗を各 々20本1951年6月20日Y`挿 付けた。         '
使用鹿沼土の理学的性質は下記の表に示す通りであるが,柴 田氏の測定による鹿沼土の最小容気量は35%
である。
               鹿 沼 土 の 理 學 的 性 質
      区 別 }真 比 重1容 積 重1孔 隙 量
     大粒5mm以 上    2,03・     20,60      87,0%
     小粒3mm以 上     2,03      22,70      85,0%
 挿 付 後発根 までは7X道 水 で,発 根後は後記の1)7X耕 液(蒸 溜水を用いた標準液 をA,そ のπ濃
度 の ものをB液 とす。PH価5位)で 培養 した もの であ る。.
 ss
_ゴ 灘  1慰
       し
              MgSO,7H20      0.3675
              Ca(NOS)2         0,1755
          6°°FeCJs          O.16g cc/L
  調製後別にR.V.Olson氏 の下記微量要素を添加溶液 とした。
             H3B°3MnCla4HzOZnSO,7HaOCuSOa5HaO・}鰹}一軸
  8月20日 水耕液 に切替え,液 は10日 目毎 に更新 し,毎 日A.M.8.30, P.M.4.30の2回,1
 ポッ トに対 し300cc宛 通気 を行つた。
  ボッrは 水槽 内 に入れ て,ガ ラス室のベ ンチ上に置 き,6月 中旬 ～8月 末 まで槽 内え水道水 を
流 入 させた。7月 ～10月 初 旬迄 ガ ラス屋根上部 は段贅 で 日覆 を した。
  発根 は普通 の挿 床に挿付 した ものに比べ て遅れ,7月5日 ごろ肉眼的に根の起 り始め るのが見
 られ,7月10日 前 後に根 の先 端が 白く伸び始め,8月8日 には挿付本数の75%が 発根 した 。 叉
発根 した ものの大部 分は2次 根 を形 成 し,-L均2,3本 の小枝 を出 した 。9月14日 の調査 では,根
数 早均2.5,根 長11.2cm 2次 根数17,根 長18.8cmと な り発根部位別そ は,*カ ルス部及び切 口よ
 り30moo,幹 軸 よ り39%,カ ルス部及び切 口 と,幹 軸 の両者 よ り発根 した もの31%で あつた。最
 も成長 の良かつた10月23日 ～11月20日 までの成長状態 は第1表 に示 す。
              第1表 新 梢 小 枝 の 伸 長 量 調 査'瀞引
縮 置 爺 数1舗 蘇 器 誌 鬼蓋
      大16,6 '0.・65  15.4   91.7   13.1  0.33   9.9   49.8
 10.23
      /J＼13.0    0.40      6.6     35.2      6.4     0.30      4.0      1.85
      大17.7  -   18.5  100.0  14.0   -   10.5  51.0
 11,2
      /J、14.2     -       7.1      37,0      6.7      -       5。0      21.0               1
      大18.8  0.70  2(),9  116.6  琢8  0.37  11.2  55.2 11.12
      /J＼15.3    0.42      8.0     41.0      7.8     0.35      5.0     22.9
      大19.2  0.75  21.5  121.5  15.4  0.42  12.1  64.0
 11.20
      /J＼16.2    0.46      9.7     46.8      8.6  、  0.37     5.0     28.5
  メ タ セ コイ ア の 水 耕 培 養 で は,土 壌 に 挿 付 け た も の に 比 較 して 上 長 成 長 が 劣 る。 こ れ は 他 の 樹
 *発 根 部 位 につ い て は肉 眼 的 観 察 で は 如ノLスよ りの も のか 切 断 部 周 辺 の皮 部 か らの もの か 判別 しに くい も
  の も あ るの で カル ス部 及 び 切 口 と した 。
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木の水耕培養についてもよく言われる事である。
 10月20日 ～11月20日 頃迄は,特 に旺盛な成長を示 したが,**こ れは 日覆を取除いた事による日
射量の影響が大きいもの と思(へ)われる。11月30日 水耕を終 り生育状態を調査 した。第2表 の如く,
水耕液の濃度の高い方が,苗 高及び根元直径の成長量が優れている。A区 がB区 に比らべ,大 穗
では発根数及び根長が,小 穗では根長が梢優れていた。
           第2表 水 耕 液 の 濃 度 と発 根 及 び 生 育
                 欣 況 と の 関 係
               6月20日挿付 12月1日 調査
 ～一  _一 璽 璽 狸   大  i 小
  生 醐 態  水綴 別 ・1・1み[・
    生 育 本 数  1.・ ・  g i・ ・t・ ・
    苗     高 ・m  l・9.・1・6・5 ・5.・ 8.・
    根 元 直 径・cm  I・ ・76 ・・47【 ・・42 ・・37
             1    ヲ(   根        6.8      5.1      4.5      4.6
  根   数   2 次 根  200.5  174.0  99.7  85.0
             3    ヲ(    根       597.9      364.1      115,4      130.6
  挿 穗1本 当 り  
,         4  次  根    8.5   0.6   -   ・ 0.S
   卒  均                計       813
.7・  543.8   219.6   221.0                                 5
             1 次 根  102.5  84.4 145.1  44.1
  根  長  , 次 根  73、.。 63。.71276.、 241.,
        cm・
             3  次  根    583.0   407.4   112.6   99.6
  挿 穂1本 当り
             4 次 根   5・4  0・3 1 -   o・5
   卒 均     計   ・422.… 22。8{433.8 385.・
  転 端 轟 夢  生 重 量  ・2・gi… 1・6 2・7
 実 験2.ホ ルモ ン処理 と挿付床 の状熊が発根 とそ の発育 に及ぼす影響
 実験は,1951月9月10日 及び1952年3月23日,4月8日の3回 に亘つて行 つた。供 試挿 穗は,
前者(9月 挿)は 長 さ7～8cm直 径1.3mm内 外,小 枝4を つけた 当年生緑枝,後 者(3.4月 挿)
は長 さ3cm直 径2.3mm内 外冬芽2を つけた前年 生枝 を使用 した。使用 ポッ ト及び水耕方法 は,
実験1に 準 じポッ トの配列はSOIlne氏 法(対 角線法)に 準 じて組合せた。処理 ホルモ ンの種類?,
濃度及び 区別挿付 本数は,第3表 の通 りであ る。
 1952年 の試験では・fン ドール酪酸の高濃度 処理 が,メ タセ コィアの挿木 に及ぼす影響につい て
も実験 したg
 ** 日覆を除去した明るさの比は末尾附表を参照のこと。
   (6)スギの水耕では陽光の多い程良い成績を示 している。
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            第3表 ホ ノしモ ン の 種 類 及 区 別 挿 付 本 数
鮒 月国 ポ・・翻 使用… モ・の臨1 %1処 琳 釧 区 別 摘 要
        ・一 ・3.4-Dihydacid 「°naphth°'c ・・…  5・ a儀 辮 底 、ポ。,当,、。
1951 6-・・   〃 ・ 〃  〃 b鑓 藩鮮 本購 付
9.10  11～15  c°nt・(°vate「)    .  〃  ・・   10月10臼 標準
       16～20       〃  9           〃   b,    水 耕 液 に切 替
        1--10  1 s-lndolacetic acid   I    O.1  1   100・
       11-一20       〃        0.02    〃         1ポ ット当り
1952 2・～30    "    0.01 ." 水を籠の上部10本宛鮒
     '  31～40         〃          0,002    〃            5月21日 標準
3・23 41～50    "     o,ooi  " 迄満す  水耕液1こ切替
       51～60   cont.(water)             1   〃
       61～70    β一lndolacetic acid         O。1      100
、952'T1-一 一8°81-一一90  ;  1:°zof ;水 を籠の上磁 繍 り
       91～100     `〃       0.002   〃  迄満す   5月31日標準
 4・ 8   101～110       〃        0.001   〃         水耕液に切替
       111-一一120  cont.(water)                〃
  註 処理は各濃度 とも24時 間浸潰,挿 付時水道水にて水洗
  1951年9月 挿 の結果は,9月30日 には カルス及び肉眼的に根の隆起 せ るを認め,10月10日 前 後
 か ら顯著な発根 を示 した。第4表 の如 くカ ルスの形成峯は ホルモ ン処理 を した もの と,し ない も
 のの,何 れ もa即 ち比較的低水位 の区に大であ る。発根 牽では高水位 に保 つたbの 方が よ く,根 数,
根長共 に σめ方が優れ,ホ ルモ ン処理 のものは,無 処理の ものに比 し発根,生 育 ともに良好であ る。
            第・表 鮒 床嚇 ・発根並に根の蒲 ・の関係 羅 是1°12,、。日
天=斎 こミ こミ=ニ 一ー 一 一_一  些 理 別 ・.4-D・ ・n・勲 理)
              ＼～～、一 ・i・al・
_  カ  ル  ス  を  形  式  せ  る  も  の  %   162 」24 i62 142
             カルス 部 及 び 切 口か ら発根 せ る も の  1161101612
 発 根 部 位別 発 根 率  幹 軸 か ら 発 根 せ る も の 髄      i50182126136           カルス部及び切口と幹軸から発根せるもの   1201 6i10[12
                       計            186 198 [42 150
                          1 次 根   1,7 Q7 1,6 0,s
・・Lス部及び切・よ・ 発 根  2at根 1:lo.zl:ll;1
発 根 せ ・ も の 根 長,m る 委 震 1:15,81:}1:ぎ
                             計      6,3 5,8 2,8 1,8
                          1   次   根      3.4  4.8  4,0  3,8
               根 数  葦 委 震 37.20'721:1180:11乙:§
轍 ・発根せ・・?      、GI根 4126:隈122.815.6 zz,115,0
               根 長・m l談 覆 55,90.3360;12°0:122,20,3
                             計     82.4 60,9 36.7 37,2
    苗   の  重   ぎ  gr   l 生  重  量  lo.7salO.578iO.57010.602
  ¢Y 根数.根 長,苗 の重 さは1本 当りの年均値o
     a水 耕液を籠の底部まで満す もの,b水 耕液を籠の上部まで満すもの。
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 1952年3月 及び4月 挿 の ホルモ ン処理が冬芽 の開{野及び発根 に及ぼす影響 につい ては,第5,
第6表 に示 した。
          第5表  開欝及び発根状態(ガ ラス室,ポ ツト挿)
     1. 3月23日 挿 付             調査4月27日(35日 目)
'
壽 ツr履 議 ・i騨 本釧 澱 劃 根 発 数1総 根弩㎝ 吋 死 数
  1-一 10   1    0.1    1    75     1    -      1     8     1    4.O    I    23
 11-一一20    1    0.02     1     46     1     56      1     27     1    28.3     1     -
 21--30    1    0.01     1     82      1     87      1      4     1     3.5     1     -
 31--40    1    0.002    1     30      1     80      1     -      1     -       1     -
 41～50         0.001          31            81            -            一            一
 51--60   1   Cont.  1   23    1   78    1   ‐     1   ‐     1   ‐
     2,  4月8日 挿 付              調 査5月15日(37日 目)
妻 ツ劇 羅 謝 繭 本釧 轍 劃 詳 数,糠 馨_瞬 死数
 61-一一 70        0.1                        2  '         2           20           55
 71-一一 80  1   0.02    1           1    47     1    25     1    30.O   I     5
 81-- 90   f    O.01    1            1     50      1     26     1     29.6    1      3
 91～100       0.002                    53          13          ユ4.7      囑  1
 101--120  1    0.001・  I           I    32     1     2      1     1.2   1     5
 111-x-120  1   Cont.   I          I    31     1    3     1     2.O   I    22
  註 開箭数は挿付本数であらわし 2.(4月8日 挿)で は挿付時既に開鍔し始めていたために調査を省
    略 した。
 ・fンr・ ル酷酸の濃度 が冬芽 の開衛 及び カガス形 成に及ぼす影響 についてみ るに,第5表 の よ'
うに1に おいては,0.1°oの よ うな高濃度 では予期 した如 く悪影響を及ぼ した。開 討の早さは0・
02%が 最 も早 く,35日 目迄 に開釘 せ る挿穗数は0.01%区 が最 大値 を示 し,本 実験 では インr一
ル酷酸 の0.1%を 除けば濃度の高い方が,メ タセ コ・ずアの開蕾を促進 させたが,そ の頻度は濃度.
差 に よ り段 階づけ られ なかつた。
 第6表 の1,2に 示す よ}に 濃度別 によ るカル入形成度 をtテ ス トにかけて み る と,3月 挿 で
は0.甥,0.02%4月 挿では0.1/を 除いて他 は濃度差 によ る差異は認め られず,大 体同 じよ う
な結果 を示 してい る。 尚0.1%の ような高濃度処理 では,挿 穗浸 漬部 の組織 の異状 発達が顯著 で,
皮部 の亀裂 の度合 も低濃度 のものに比 し大 きく,例 外な く中央部が特]/TYL肥大 し,切 口は くびれ徳
利 状 とな り,労 ルスを形 成せず,開 釘 後枯 死す るものを認めた。
1発根=V`つ いてtテ ス トを行 つた処0:0ai及 び0.01%が 最 も優れ,次 に0・002%及 び0・001%
が良 く,0.1%及 び無処理 区は不良 であつた。
 しか しそ の後 の未発根 のものについて調 査(6月25日)し た結果を合計すれば,0・Ol° °0.02y
では93%以 上 が発根 し他 は0・1°oを除 いて各 々78%以 上の発根を見#。
 根 の数及び長 さ,2吹 根数共0・01%0・02%が 優れ,発 楳部位 については・3月 挿は カル ス部
及 び切 口周辺の発根 が0.01%,0.02%区 で44～50%で,他 は殆 ん ど幹軸 か ら発根 し,特 に4月
挿 においては此 の傾 向が強 い。
su
            第6表 ホnモ ン 慮 理 と 叢 根 状 態
     1.  3 月31日 挿                        5月31日 調 査
壽ツ羅度蝦 難 暦撫 響 論蓄募繍 嵩 鋤 響 緬
 1-一一101 .0.1% 1  2.5 1  4.2 1  2.O I 23. O J ・-      4  1 96.O I  2.9    1.5    g・9
11-一一20 1 0.02 1  2.3 1  4.4 1 62.O I 84. O I  27  1  17  1 56. O I 31.8 1 21.9 1 15.0
21-一一30 1 0.01 1  2.3 1  5.7 1 87.O I 76. O I  37  1  13  1 50. O I 16.1 1 24.6 1 15.4
31-一一40  0.002   2.6    5.8   80.0   45.0    9     9    82.0    2.0    9.2    9.7
41-一一50 1 0.001 1  2.7 1  6.3 1'Sl.0 1 37. O I  5  1  3  1 92. O I  2.2 1  8.7 1  7.0
/
51-・60  Cont.  2.6   4.9  78.0  26.0    7    8   85.0   2.1   7.8ぞ  5.〇一          ,                                                            1
     2. 4月8日 挿                6月4日 調 査
鶴 編 攣 雫 癒 響 震翻 男騒 輩%軸糀 轡 蕪
61～70  0.1%    3.0    2.9  . 2.0   19.0    ～     -    1000    3.2    9.8    2.2
71-一一80 1 0.02  1  3.O  I  5. O I 47. O  I 72.O  I  l   I  3   1 96. O  I 30.7  1 14.7 1  7.4
81=一一90 1 0.01 1  3.2 1  6,0 1 50.O I 81.O I  -   1  4   1 .96. O I 31.6 1 13.5 i 10.5
          1  119
1-一一1001 0..002 i  3.3 i  6.1 1 58.O I 56. O I  2   1  -   1 98. O I  2.3 1  7.4 1  3.9
101--1101 0.001 1  3.1 1  5.5 1 45.O  I 49. O  I  -   1  2   1 98. O  I  2.6  1  5.4  1  2.4
111～120C°nt 3・3 49
.47・0 25・0 - - 1000 2・6'18・5 4・0
  〔註〕 小枝長さ,発 根数,発 根長,2次 根数は1本 当卒均を示す。
 既 に述べた様 に,イ ン ドール酷酸処理 で成績 の良かつた0.0200,0.01%は,既往の実験結果
か らの,濃 度4)5)(24時 間浸漬)で は高濃度 の中に入 るが,メ タセ コィ アでは他 の箱挿,7)フ レー亭
内の緑枝挿 でも同 じ結果 を示 してい る。
 8)千葉 茂氏は スギ小枝挿ヘテ ロオ ーキ シン処理 では,発 根を促進 しその絶体量 を高め る事 を認
あ,0.2%の よ うな高濃度 では1～30分 の短 時間処理 で も効果 のあ る事が うか ゴわれ,又8.9月
挿 では葉基部か らの発根が 多 く,ホ ルモン処理 は葉基部か らの根の発生 を促進す るもの と思われ
る と述 べてい る。
 メ タセ コィアに対す るホルモ ン処理 も前述 の よ うに,皮 部組織 の肥大,異 状発蓬 した部分か ら
の発 根が多 くなつてい る。軸部9)か らの根 の起 りは,普 通 に挿 された緑枝で は,葉 跡枝 跡 とは関
係 な く第1亥 ズ ィセ ンか ら起 り始 め る事が,佐 藤(清)氏 だよつて 明らかに されたが,ホ ルモ ン
処理 の刺戟 で軸部 か らの発 根が増加 す るのは,此 の部分か らの根始源体 を増加 させ るのではあ る
まいか と思われ るが,こ の こ とは今後の研究に よつて明かに したい。
                                      61
 附 表 ガ ラ ス室 及 び ポ ッ ト内 温 度 湿 度
     A, ガラス室    濃度及び湿度           (標準時10時 観測)
  搬 及澱  温  .廉   湿  度 ・
年 月 最 高1齢 低 奉 均 最 副 最 低 腔 、均
 1951    6  1    27.O   I    20.O   I    23.6   1    100    1     '48    1     70
    7  1    32.O   I    21.O   I    30. O   I    100    1     55    1     79
    8 1    32.5   1    27.2   1    30.6   1     90    1     73    1     82
    9      28.2        21.0        23.9         98         61         83
    10  1    26.3   f    15.O   I    21.3   1     98    1     56    1     73
    11 1    20.8   1     6.5   1    14.4   1     89    1     49    1     72
    12       13.8         5.5         9.7         97          58          77
 1952 3  忽.O l 10.0   15.3   97   .71    87
    4 1    28.8   1    21.2   1    21.1   1     98    1     7?,'   !    84
    5  1    30.O   I    15.5   1    24.8   1    100    1     65    1     78
    6  1    33.O   I    19. O   I    25.5   1    10b    l     73    1     SS
     B, ポ ッ ト内   濫  度                         レ
議ー 轟 型 【 ・1・ 「 ・1・i・ ・1・ ・i・2
195118.3°119.1123.7 25.5 19.9 15.818.5 5.8
謂}挿124:3°302°21:::ll:;::23.124.0:1:2719:81671113::
轟 ≧ 温 羅 」.・ 4、51.・,
1952  8.30 1 9.3 113.5 115.3 1.19.6
11}挿12.4 .:11516::2°.21?.°.321.025.22324:;
           水 耕 培 養 ガ ラ ス 室 の 光 度 比 較 表
             (東京光電研究所製電気光皮計使用)
濡 こ ま 饗 亘 。,。日,謡1-Fis.齋&,。 日12.、 。なL」16.30
,・・8 晴 4.…,4.… 2.… 113.2° °(3.2)・18.8° °(3.9) s:s°°(2.4)
  25 薄 晴 ・・8・ 5.… 2.…  7.4°°(1.5) ぞ一6°1.$5) 、4.°°(2.0)
io.・8 暗 1.… 2.… h層・… 4.2°°(3.5) `6.8°°(3.1) 1.6°°(2.0)
11.19 快 暗{2.… 31・…  - 7.8°°(3.7) 1°.6°(3,1、.一
  零・  晴  1.…  3.…  -  4.2°°(3.0) 8.5°°(2.2) 一
 註 測定データはルツクスであらわし 自9月5m至11月26日 間に測定したものを任意に取出した。
   括孤内の数字は日覆下の明るさを1.と した場合の倍率
s2
                 盟 総    括
 以上の試験結果からメタセコ・イアは,水 耕培養法による挿木が可能であることが判明した。試
験方法も異るので,個 々の試験結果か ら総括的な考察を加えること昧危険であるが,凡 そ衣の事
が言えるのではないかと思われる。
 1`水 耕培養法による挿木は環境条件の調節が容易であることにおいて,応 用価値が大きいので
 はないかと思われる。
 2 永耕液め種類及び濃度については,更 に検討を加える必要がある。
 3 陽光量がメタセコィア水耕の生育に好影響を与えることについては更に検討を加えたい。
.4水 耕増養法による挿木では,ホ ・レモン処理,無 処理の何れも普通挿床に挿 した場合に比 し,
 根系の発蓬は極めて良好であるが,発 根は多少邊れるようである。
 5 ヵルスの形成はヌタセコイアの挿木において,従来行つてきた実験で緑枝の夏挿は,カ ルス
 の形成率は極めて低いことが認められた。 しか し前年生枝の春挿,線 枝の秋挿,7k耕 培養で
 はカルスの形成度は高 くなつている。
  9月 の水耕培養では比較的低水位に保つ区に多く,同 じ条件の挿穗ではカルスの形威は,
 、溜度及び土壌フk分の影響が大きく,低 溜時,乾 燥気味の場合に多い。
 6水 耕培養法によるホルモン処理の発根部位については,一 般ホルモン処理 と向 じく軸部か
 らの発根が多く,発 根量を高めることが判明した。
 終 りにのぞみ御指導を頂いている沼田教授並に上田教授に厚く御礼申し上げると共に,御 助
 言を頂いた中山助教授,柴 田信男氏及び御協力願つた寺本政敏氏,関 山ヒロ氏に謝意を表す
 る。
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嘉 眞 説 明
   1 水 劃 培 養実 験 中 の一 景 (JuL 1 1951)
   2.3 実 験 1の 根系 発 遠}伏況 (Dec.11951)
       2A標 準 液
       3 B% 液
   4～7 実 験 2の 発 根 並 に 根系 発 達 駄 況 (Dec.11951)
       4 b区3,4-D処 迎 の発 根}伏況
       5 b区 無 処 理 の発 根朕 況
       6 3,4-D処Jqlのa区根 系
       7 34-D処 理 のb区 根 系
   8 イ ン ドー ノ1猷酸0.01%処 」韻し「ノ勲h部か らCF)発根1氏態 弓・,六す1(1952)
   9.10. 〆イン ドーノし西昔酸 廻L]運rよ ゼ,衣IJI士11養('1三1験 3  Jun.1952)
       9  〔〕.0296び)『差材更}μく凱韮1
       1〔〕0.01%の 発根1'態
